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欧文誌査読:1 本 
３ 次年度以降の計画・抱負 
 円周上、およびシリンダー上において提案したモデルの有効性を示すために実デー

タの収集を行う。 
 今年度の研究集会を通じて得られたコメントに基づき論文の修正、内容の追加を行

い、関連する欧文誌に投稿する。 
 


